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インターネットアクセス技術の変化
最近よく耳にする「５Ｇ」って何でしょうか。我々の生活にどのような変化をもらたすものでしょうか。
インターネットアクセス技術の変化を振り返りながら、今後の変化の可能性についてご紹介します。

　インターネットが誕生して家庭でも利用され始めたころ
は、電話回線を利用したダイヤルアップ接続が中心で回
線速度も数十kbpsくらいで、文字中心の通信トラヒック
でした。その後、つなぎ放題や定額制などのサービス提
供形態と共に高速通信を実現するADSLや光回線（現
在は1Gbpsを超える）の登場で、動画等のコンテンツや
サービスが普及し家庭へのインターネット環境は、爆発的
な広がりを見せました。一方でモバイル通信技術は、無

インターネットアクセス技術の変遷

　さて最新のモバイル通信技術の第5世代移動通信システム：5G（5th Generation）とは、どのような技術なのでしょうか。
大きな特徴として以下の３点が挙げられます。

　現在の光ファイバーによる家庭向けのインターネットサービスは高々10Gbps、多くは1Gbpsです。スピードだけ比較する
とモバイルでも同等以上のスピードがでることになりますが、スループットは、サーバーの処理等も含め全体で決まるので一
概に早くなるとは言えません。

　いえそんなことはありません。産業界では大きく変化する可能性があります。これまで有線によ
る通信でしか実現できなかったことがワイヤレスになる点や通信遅延を短縮する技術は、様々な
産業用途に対して新たな価値や働き方の変化をもたらすと期待されています。

今後のインターネットアクセスの変化

❶ 超高速　10Gbps～20Gbps
（現行LTEの100倍）

❷ 超低遅延　1ms以下
（現行LTEの1/10）

❸ 多数同時接続　100万台/k㎡
（現行LTEの100倍）

線技術のデジタル化に伴いメール等のデータ通信利用
が拡大して通信速度も十数Mbpsまで向上したことで簡
易なサイト閲覧くらいはできるようになりました。
　また2008年に登場した「iPhone」を初めとしたスマ
ホ・タブレットは、インターネットを利用するライフスタイル
の変化をもたらし、現在の4G（LTE）の高速通信技術
（数百Mbps）により、今ではLINE/SNS/ゲーム等のさま
ざまな用途で、どこでも利用できる環境になりました。

●それでは、「5Ｇ」が普及したときに大きな変化はないのでしょうか。

　例えば、テレビ等の映像撮影の通信回線に5Gが活用したら、現在の専用の中継車や、スタジオのような固定の有線
設備ではなく、移動可能な設備でどこでも撮影・中継が可能になります。
　また、超低遅延な通信環境では、これまで困難であった産業用ロボットの遠隔制御やVR空間上での共同作業を可能
にします。そのため工業用ロボットの連携、農業における重機の遠隔コントロール、医療における遠隔手術、遠隔作業支
援などに大きな機能向上をもたらし、労働力・専門分野の人材不足の改善に期待されています。
　今回、全てをご紹介できませんが、多くの分野（自動車・都市機能等）で5Gの活用を検討しています。個人向けには、ド
コモで5Gプレサービスが開始されています。皆様も一度、体験してみてはいかがでしょうか。
　未来がどんなようになるのか想像できるかもしれません。

　

景気動向
調査

当所では、藤枝市内小規模事業所の経営動向を把握するため、四半期ごとに景況調査を実施しています。

令和元年７～９月期の調査がまとまりましたので、概要を報告します。

※本調査は、製造業・建設業・卸売業・小売業・サービス業の５種200社を対象に行っています。今回の回収率68.0%

【主要な表現について】

○業況判断：調査対象企業が自らの業績に下した判断。　○ＤＩ値：(増加・好転と回答した割合)－(減少・悪化と回答した割合)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　悪化すればするほどＤＩ値は▲ ( マイナス )になります。

問合せ先　藤枝商工会議所　経営支援課第一課　TEL：054-641-2000

業況感、全産業依然として
足踏み傾向を示す

令和元年７～９月　中小企業景況調査　結果報告書
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全産業◆ 建設業■ 製造業▲ 小売業
▲

卸売業× サービス業●

業種別業況判断の動向表１

▲23.0 ▲11.5 ▲32.1 ▲24.0 ▲32.0 ▲16.1

30年７月～
９月期

30年４月～
６月期

30年１月～
3月期

30年10月～
12月期

31年１月～
3月期

31年４月～
1年６月期

1年７月～
1年９月期

業況判断の動向（表1）：全産業での業況は、DI値▲23.0で前回(2019年4月～ 6月)より1.9ポイント減少。
 今回は建設業及び製造業、小売業の業況DI値で若干の改善傾向を示しました。
 また卸売業は業況DI値前回▲9.1から今回▲24.0と減少傾向を示しました。
全産業売上高の推移：前回▲24.3ポイント(2019年4月～ 6月)から6.5ポイント改善しました。
 前回調査と比べ製造業、小売業が改善傾向を示しました。
全産業資金繰りの動向：前回▲10.5ポイント(2019年4月～ 6月)から5.8ポイント減少しました。
 前回調査と比べ卸売業、サービス業が減少傾向を示しました。
全 産 業 採 算 の 動 向：前回▲21.5ポイント(2019年4月～ 6月)から1.1ポイント減少しました。
 小売業が改善傾向を示しましたが、全産業依然としてマイナス値を示しました。
全産業雇用人員の動向：前回0ポイント(2019年4月～ 6月)から3.9ポイント減少しました。
 特に製造業が減少傾向を示し、建設業が従業員の確保難を課題としてあげました。

管内全産業の業況
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